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令和の時代が
スタートします!



特
　集

Q　

 

活
動
内
容
に
つ
い
て

福
原　
こ
の
会
は
、
図
書
館
の
本
を
目

の
不
自
由
な
方
に
も
読
ん
で
も
ら
お
う

・
聴
い
て
も
ら
お
う
と
い
う
目
的
で
発

足
し
て
、
ま
ず
は
市
の
広
報
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、
録
音
し
た
テ
ー
プ
を
渡
す

よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
現
在
は
、
３
年
お
き
に
開
催
さ
れ
る

朗
読
の
養
成
講
座
を
受
講
し
た
方
が
し

お
さ
い
の
会
員
と
な
っ
て
、
当
番
制
で

録
音
テ
ー
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
会

員
同
士
や
利
用
者
さ
ん
と
も
交
流
を
深

め
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
に
は
、
１
期
生
で
94
歳
の
方
も

い
る
ん
で
す
よ
。

川
本　
当
番
も
ち
ょ
っ
と
出
来
な
い
と

き
は
気
軽
に
替
わ
っ
て
も
ら
え
る
し
、

ど
こ
か
ら
で
も
入
っ
て
い
け
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
グ
ル
ー
プ
で
す
。

舟
本　
辞
め
る
の
は
い
つ
で
も
辞
め
ら

れ
る
。
だ
か
ら
、
参
加
し
た
い
と
き
に

来
れ
ば
い
い
し
、
で
き
る
こ
と
を
す
れ

ば
い
い
。
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

ょ
う
か
ら
ね
。

書記・機器担当　

川本　壽子さん
13期生（ひよこ）

会　長　　　　　　

福原　典子さん
11期生（シニア）

議会だより録音担当　

舟本　眞澄さん
5期生（シニア）

■竹原市朗読ボランティア「グループしおさい」
●所　属…社会福祉協議会  ボランティアグループ連絡協議会
●歴　史…昭和57（1982）年発足
●会　員…30人
●活　動…・広報、議会だより、天風録、天声人語、PHPの録音
　　　　　・声の便り（4回/年）
　　　　　・中国芸南学園での絵本の会（1回/月）
　　　　　・利用者とサークルの交流会（1回/年）
　　　　　・県東部朗読ボランティア交流会（1回/3年）
●研　修…定例会（4回/月）その他必要に応じて月に数回

▲ボランティアルームで打ち合わせ中

　　　　　・県東部朗読ボランティア交流会（1回/3年）
●

▲▲ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中ボランティアルームで打ち合わせ中

▲芸南学園での絵本の会のようす

伝
え
ま
す

　
　真
心
こ
め
て

道
法
議
員 

井
上
議
員
が
聞
く

　
　
議
会
だ
よ
り
や
広
報
を
録
音
し
て
、

目
の
不
自
由
な
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
グ
ル
ー
プ
し
お
さ
い
」の

皆
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q　

 

工
夫
し
て
い
る
こ
と
・

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は

舟
本　
聞
く
方
に
意
味
が
通
じ
る
よ
う

に
、
難
し
い
用
語
に
は
意
味
を
添
え
て

録
音
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
原　
利
用
者
さ
ん
か
ら
要
望
が
あ
っ

て
も
著
作
権
等
の
問
題
で
録
音
で
き
な

い
こ
と
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。
今
作

成
し
て
い
る
内
容
が
、
押
し
付
け
に
な

っ
て
な
い
か
な
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
は
あ

り
ま
す
ね
。
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楽
し
く
食
事
を
し
な
が
ら

利
用
者
さ
ん
と
の
交
流
会

福
原　
こ
れ
は
84
歳
の
会
員
の
言
葉
で

す
が
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
の
為
に

な
る
と
思
っ
て
始
め
た
け
ど
、
そ
れ
以

上
に
自
分
の
為
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

ど
の
会
員
も
感
じ
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
ね
。

　
ま
た
昨
年
、
芸
南
学
園
さ
ん
の
50
周

年
記
念
式
典
に
招
か
れ
て
、
毎
月
し
て

い
る
絵
本
の
会
の
活
動
に
対
し
て
、
感

謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
本

当
に
光
栄
で
し
た
。

Q　
 

活
動
の
魅
力
は

川
本　
利
用
者
さ
ん
と
の
交
流
会
で
、

「
あ
、
〇
〇
さ
ん
ね
！
」
「
声
の
便
り

で
こ
ん
な
こ
と
話
さ
れ
て
い
た
ね
」
と

言
わ
れ
た
と
き
は
、
本
当
に
よ
く
聞
い

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
「
し
お
さ
い
の
方
は
よ
く

練
習
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
上

手
な
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

Q　

 

議
会
だ
よ
り
、
議
会
等

に
望
む
こ
と

舟
本　
議
会
だ
よ
り
は
以
前
よ
り
は
読

み
や
す
く
は
な
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ

り
議
会
用
語
や
横
文
字
は
意
味
が
分
か

ら
な
い
言
葉
も
あ
る
の
で
、
注
釈
が
あ

る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

福
原　
他
市
が
や
っ
て
い
る
よ
う
な
子

ど
も
議
会
を
し
た
り
、
中
高
生
か
ら
の

質
問
や
要
望
が
紙
面
に
載
っ
て
い
る
の

も
楽
し
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

川
本　
市
役
所
の
窓
口
に
、
目
の
不
自

由
な
方
や
家
族
が
相
談
に
来
た
時
に
は
、

広
報
や
議
会
だ
よ
り
な
ど
を
録
音
し
て

配
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
い
る
こ
と
を

伝
え
て
欲
し
い
で
す
。

Q　

 

今
後
の
目
標
は

福
原　
も
っ
と
こ
の
活
動
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
男
性
や
若
い

人
に
も
会
員
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
利
用
者
さ
ん
も
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
録
音

す
る
内
容
に
つ
い
て
も
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲プロのアナウンサーに教えてもらってます

▲芸南学園さんから感謝状をいただきました

●
取
材
後
記

　
目
の
不
自
由
な
方
へ
広
報
の
録

音
や
朗
読
奉
仕
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
７
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

　
初
め
は
こ
ち
ら
か
ら
準
備
し
て

い
た
内
容
に
答
え
て
下
さ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
気
が
付
く
と
会
長
自

ら
が
自
然
に
一
人
ひ
と
り
に
特
徴

を
持
っ
て
聞
き
出
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
さ
に
【
聞
く
力
】
は
、
読
む

力
・
書
く
力
・
話
す
力
の
原
点
に

な
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
言
葉
は
つ
な
げ
る
だ
け
で
は
な

く
心
の
思
い
を
響
か
せ
て
、
相
手

に
伝
え
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
た
取
材
で
し
た
。道

法　
知
江

たけはら市議会だより第 96号（�3�）� 2019（令和元年）5月



介護福祉用具購入費の支払い方法観光プロモーション事業 放課後児童クラブの運営

財政健全化元年　～豪雨災害からの早期復旧・復興に向けて～
平成30年7月豪雨災害からの早期復旧・復興

Q　 一日でも早い工事着手と完了に向けての取組や、小規模の箇所についても他市町の先進
事例を参考にすべきではないか、また何よりも住民に対して丁寧な説明を行う必要があ
ると思うが市の対応は？

A　 工事入札には関係機関と連携しスピード感を持って対応し、大規模事業以外においても
被災箇所の早期復旧・復興のため積極的な情報収集を図っていきながら、住民の皆さん
に「たけはら災害復旧かわら版」を適宜発行し回覧にて周知に努めていきたい。

Q 現在の償還払いの方法では利
用者にとって急な費用負担と
なることから、受領委任払い
を検討する必
要性は？

A 今後受領委任
払いを検討し
ていく。

Q 大都市圏だけでなく近隣地域
にしっかりと目を向けて取り
組むべきでは？

A 平成30年度からの内容を見
直し、関係者のモニターツア
ーや商品開発を行い観光消費
額の拡大や滞在時間の延長に
努めていきたい。

Q 現在直営方式と委託方式の両
方があるが、すべて委託方式
に移行すべきでは？

A 今後は委託の方向で検討して
いく。

●まちの復旧 ●くらしの再建

公共土木施設災害復旧事業�1,512,500千円

≪概要≫被害を受けた公
共土木施設（河川、道路
及び橋梁）164件（平成
31年1月時点）の復旧事
業を実施する。
≪事業期間≫
平成30年度～
平成32年度（令和2年度）

地域支え合いセンター運営事業�17,060千円

≪概要≫被災者の早期の
生活再建を図るため、竹
原市社会福祉協議会に業
務委託し、広島県や関係
機関と連携し被災者を一
体的に支援する。

農林水産施設災害復旧事業�271,300千円

≪概要≫被害を受けた農
林水産施設（農地、農業
用施設、林道）117件 
（平成31年1月時点）の
復旧事業を実施する。
≪事業期間≫
平成30年度～
平成32年度（令和2年度）

消防団員装備品整備事業�515千円

≪概要≫消防団活動の充
実・強化並びに消防団員
の安全確保を図るため、
消防団車両の装備品とし
て「ヘッドライト」を78
個、「救命胴衣」を52着
配備する。

●そなえの強化

を検討する必

今後受領委任
払いを検討し

たけはら市議会だより2019（令和元年）5月� 第 96 号（�4�）
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1年度

当初予
算可決



財政健全化元年　～豪雨災害からの早期復旧・復興に向けて～

　昨年末に発表された「財政健全化計画」を受けての予算であり、限られた財
源での予算編成でありますが、市民の皆さんが安心して日々生活する為には、
一日も早い災害箇所の復旧と、元気な竹原市への復興は誰もが願うことです。
　平成31年度は、この計画を受けての予算であることから、多くの委員から実
効性などに対し厳しい質疑や指摘がありました。
　健全な財政運営に努め、真の市民福祉の向上に繋がるよう予算を執行するこ
とが重要であることから、次のことを強く要望し委員長報告とします。

財政運営についての要望4つの柱

委 員 長 報 告

本市の最上位計画である「第6次竹原
市総合計画」を基軸とした将来都市像
を目指すため、前期基本計画「たけは
ら元気プロジェク
ト」に体系づけた
事業を実効性のあ
る事業の選択と
集中により必ず実
行すること。

持続可能な財政構造の確立に向けた 
「財政健全化計画」の確実な遂行のう
え、その効果額を必ず予算に反映さ
せること。

豪雨災害からの早期復旧・復興を推進
するため、確かな財源確保と執行体
制を確立すること。

将来への過度な負担を先送りすること
は許されないことから、この難局を乗
りきり、魅力あるたけはらの町づくり
への再構築に向け、職員
一丸のもと限られた財源
において最大の効果を
求め続けること。

●予算特別委員会　　　　委員長　堀越賢二　　副委員長　井上美津子
　平成31年第１回定例会において、議長を除く13名で構成される予算特別委員
会が設置されました。一般会計、特別会計、企業会計の当初予算案９会計が付
託され、合計６日間の審査を経て、３月15日全ての予算案を可決しました。

限られた財源

たけはら市議会だより第 96号（�5�）� 2019（令和元年）5月



　　　　　　　　　　　　平成31年 第1回 定例会 こんな ことを審議しました！平成31年2月19日～ 3月15日

《
民
生
都
市
建
設
委
員
会
》

●
２
月
22
日　
各
施
設
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
議
案
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
条
例
案
な
ど
14
議
案
を
審
査

し
可
決

　
議
案
16
号
に
お
い
て
、
選
定
基
準

の
評
価
点
の
算
出
根
拠
に
つ
い
て
の

質
疑
に
対
し
、
項
目
の
５
段
階
評
価

の
平
均
値
が
２
で
あ
り
、
合
計
で
50

点
と
い
う
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
管
理
運
営
に
つ
い
て
の
質
疑
に

対
し
て
は
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
指
導
・
改
善
し
ま
す
と
い

う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
17
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
セ

ン
タ
ー
・
コ
ミ
セ
ン
の
設
置
に
お
け

る
地
域
格
差
が
あ
る
の
で
は
と
い
う

質
疑
に
対
し
ま
し
て
、
今
後
は
一
定

に
整
理
し
統
一
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
前
中
１
回
目
の
個
別
質
疑
、
午

後
２
回
目
の
一
括
質
疑
・
討
論
・
採

決
と
諮
っ
た
結
果
、
全
議
案
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

●
２
月
25
日　
「
本
郷
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
計
画
に
伴
う
市
民

の
不
安
の
解
消
を
求
め
る
請
願
」
を

採
択
す
る
も
の
と
全
会
一
致
で
決
定

●
３
月
12
日　
「
本
郷
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
計
画
に
係
る
意
見

書
（
案
）
」
の
提
出
に
つ
い
て
可
決

委
員
長　
竹
橋　
和
彦

※「総務」は総務文教委員会　「民生」は民生都市建設委員会

議案番号 議案名等 議案等の概要 付　託
委員会

委員会
採　決

議案
第1～9号 平成 31 年度当初予算の概要は、4ページ・8ページに掲載しています。 予算 原案

可決
議案
第 10号

竹原市コミユニテイ集会所の
指定管理者の措定について

竹原市コミユニテイ集会所の指定管理者を指定する
もの（20施設） 民生 原案

可決

議案
第 11号

大久野島毒ガス資料館の指
定管理者の指定について 大久野島毒ガス資料館の指定管理者を指定するもの 民生 原案

可決

議案
第 12号

竹原市黒滝ホームの指定
管理者の指定について 竹原市黒滝ホームの指定管理者を指定するもの 民生 原案

可決

議案
第 13号

老人集会所の指定管理
者の指定について 老人集会所の指定管理者を指定するもの（20施設） 民生 原案

可決

議案
第 14号

竹原市在宅障害者デイ・
サービスセンターの指定
管理者の指定について

竹原市在宅障害者デイ・サービスセンターの指定管
理者を指定するもの 民生 原案

可決

議案
第 15号

竹原市ふくしの駅の指定
管理者の指定について 竹原市ふくしの駅の指定管理者を指定するもの 民生 原案

可決

議案
第 16号

竹原港北崎旅客ターミ
ナルの指定管理者の指
定について

竹原港北崎旅客ターミナルの指定管理者を指定す
るもの 民生 原案

可決

議案
第 17号

竹原市地域交流センタ
ー条例案

地域住民が主体的に取り組むまちづくり及び人づ
くりの推進並びに地域住民による個性豊かで活力
あふれる地域社会を実現するため、地域交流センタ
ーを設置するもの

民生 原案
可決

議案
第 18号

竹原市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例案

国民健康保険制度の運営が県単位化されたことに
伴い、各種税率及び税額を定めるもの 総務 原案

可決

議案
第 19号

農業用施設整備事業等
の分担金徴収条例の一
部を改正する条例案

農業用施設整備事業等の分担金について、速やかに
受益者の分担割合を減じ分担金を減額できるよう
にするもの

民生 原案
可決

議案
第 20号

災害弔慰金の支給等に
関する条例の一部を改
正する条例案

災害弔慰金の支給等に関する法律等が改正され、災
害援護資金の貸付利率について条例で定めること
とされたこと等に伴い、必要な規定を整備するもの
（第 8次地方分権一括法関係）

民生 原案
可決

議案
第 21号

竹原市事務分掌条例の
一部を改正する条例案

多様化する市民ニーズや新たな行政需要・課題に着
実に対応するとともに、より効率的で効果的な行政
運営の推進に向けた組織体制とするため、必要な規
定を整備するもの

総務 原案
可決

議案
第 22号

竹原市水道事業の布設工
事監督者等に関する条例
の一部を改正する条例案

水道法施行規則等の改正に伴い、水道の布設工事及
び監督業務を行う者の資格を改正するもの 総務 原案

可決
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　　　　　　　　　　　　平成31年 第1回 定例会 こんな ことを審議しました！平成31年2月19日～ 3月15日

議案番号 議案名等 議案等の概要 付　託
委員会

委員会
採　決

議案
第 23号

平成30年度竹原市一般
会計補正予算（第 6号） 歳入歳出それぞれ 74,884 千円を増額補正するもの 総務 原案

可決

議案
第 24号

平成30年度竹原市国民
健康保険特別会計補正
予算（第 2号）

歳入歳出それぞれ114,761千円を減額補正するもの 民生 原案
可決

議案
第 25号

平成30年度竹原市貸付資金
特別会計補正予算（第1号） 歳入歳出それぞれ 2,110 千円を増額補正するもの 総務 原案

可決

議案
第 26号

平成30年度竹原市公共
下水道事業特別会計補
正予算（第 3号）

歳入歳出それぞれ123,351千円を減額補正するもの 民生 原案
可決

議案
第 27号

平成30年度竹原市介護保険
特別会計補正予算（第2号） 歳入歳出それぞれ 2,297 千円を増額補正するもの 民生 原案

可決

議案
第 28号

平成30年度竹原市後期
高齢者医療特別会計補
正予算（第 3号）

歳入歳出それぞれ 4,153 千円を増額補正するもの 民生 原案
可決

議案
第 29号

平成30年度竹原市水道
事業会計補正予算（第 3
号）

資本的収入支出それぞれ 1,420 千円を増額補正す
るとともに債務負担行為の限度額 133,900 千円を
増額補正するもの

総務 原案
可決

議案
第 30号

工事請負契約の締結に
ついて

（仮称）竹原市立たけはら認定こども園建設工事の
請負契約を締結するもの 総務 原案

可決

請受
第30-1号

本郷処分場（安定型産業廃棄
物最終処分場）の危険性の排
除を求める請願の取り下げ

請願者からの申出により取り下げするもの

請受
第31-1号

国に対し「消費税率引き
上げの中止を求める意見
書」の提出を求める請願

地方自治法第124条の規定により請願を提出するもの 総務 不採択

請受
第31-2号

本郷産業廃棄物最終処分
場建設計画に伴う市民の
不安の解消を求める請願

地方自治法第124条の規定により請願を提出するもの 民生 採択

発議
第31-1号

食品ロス削減に向けて
のさらなる取り組みを
進める意見書（案）

地方自治法第99条の規定により意見書を提出するもの
（内容は10ページに記載しています。） 省略

発議
第31-2号

竹原市議会委員会条例の
一部を改正する条例案

竹原市の行政組織が改正されることに伴い、常任委員会の
所管について改正後の行政組織に応じた体制とするもの 省略

発議
第31-3号

本郷産業廃棄物最終処分場
建設計画に係る意見書（案）

地方自治法第99条の規定により意見書を提出するもの
（内容は16ページに記載しています。） 省略

《
総
務
文
教
委
員
会
》

●
２
月
21
日　
事
務
分
掌
条
例
の
改

正
案
・
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
６

議
案
を
審
査
し
可
決

　

当
委
員
会
に
は
当
初
６
議
案
と 

「
国
に
対
し「
消
費
税
率
引
き
上
げ

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を

求
め
る
請
願
」が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
21
号
「
竹
原
市
事
務
分
掌

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」

に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
新
設
す

る
「
地
域
づ
く
り
課
」
を
中
心
と
し

て
地
域
と
の
関
わ
り
を
よ
り
進
め
て

い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
23
号
「
平
成
30
年
度
竹
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）」

に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
園
整
備
事
業

の
財
源
に
関
し
て
質
疑
が
あ
り
、
今

後
の
各
事
業
に
お
い
て
も
交
付
金
な

ど
を
有
効
に
活
用
す
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
た
結
果
、

議
案
は
す
べ
て
原
案
可
決
、
請
願
は

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

●
３
月
25
日
（
仮
称
）
竹
原
市
立
た

け
は
ら
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
審
査

し
可
決

　

追
加
提
出
さ
れ
た
議
案
第
30
号 

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

で
は
、
入
札
の
審
査
過
程
に
つ
い
て

委
員
外
議
員
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
長　
今
田　
佳
男
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平成31年  当初予算 本会議での採決の結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席です。議案名の平成31年度・竹原市は省略して記載しています。

　
平
成
31
年
度
は
「
第
６
次
竹
原

市
総
合
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年

度
で
あ
り
、
予
算
編
成
に
お
い
て

「
竹
原
市
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
体
系
づ
け
ら
れ
た
事
業
及
び
災

害
か
ら
の
着
実
な
復
旧
・
復
興
の

た
め
の
事
業
に
重
点
的
に
予
算
配

分
し
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
予
算
は
、
「
元
気
な

竹
原
市
」
の
実
現
に
向
け
た
事
業

が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
事
業
展
開

に
よ
り
市
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、

確
実
に
課
題
解
決
で
き
る
予
算
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
が
最
優
先
で
は
あ
り
ま
す
が
、

財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
着
実
に
実
行
さ
れ
る
こ

と
を
信
じ
て
、
議
案
第
１
号
平
成

31
年
度
竹
原
市
一
般
会
計
予
算
案

に
賛
成
致
し
ま
す
。井

上　
美
津
子

①
市
長
は
、
国
政
問
題
で
も
、
消

費
税
増
税
中
止
を
国
に
意
見
表
明

す
べ
き
で
す
。

②
竹
原
市
、
人
口
減
少
の
最
大
原

因
は
20
～
40
才
代
女
性
の
社
会
流

出
で
す
が
、
子
育
て
支
援
策
等
が

新
年
度
予
算
案
に
拡
充
・
強
化
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

③
新
開
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

凍
結
、
見
直
し
す
べ
き
で
す
。

④
７
月
豪
雨
災
害
の
が
け
崩
れ
で

は
、
人
家
２
戸
以
上
の
未
整
備
７

ヵ
所
や
人
家
１
戸
の
39
ヵ
所
が
復

旧
工
事
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
、
市

民
の
安
全
・
安
心
が
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
本
町
２
丁
目
５
の

が
け
崩
れ
は
人
家
も
多
く
、
近
く

に
子
ど
も
園
施
設
が
あ
り
ま
す
。

災
害
の
復
旧
工
事
の
早
期
実
施
を

強
く
求
め
ま
す
。

⑤
公
民
館
事
業
を
廃
止
し
て
、 

「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
「
ま

ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
」
で
は
、

明
確
な
公
民
館
事
業
の
継
続
の
担

保
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

松
本　
進

賛
成
討
論

反
対
討
論

　
　
　
　
議
案
第
１
号　
《
一
般
会
計
予
算
》

討
論

議　案　名 予　算　額

下
垣
内
和
春

今
田

　佳
男

竹
橋

　和
彦

山
元

　経
穂

高
重

　洋
介

堀
越

　賢
二

川
本

　
　円

井
上
美
津
子

大
川

　弘
雄

道
法

　知
江

宮
原

　忠
行

吉
田

　
　基

宇
野

　武
則

松
本

　
　進

採
決
の
結
果

議案
第１号

一 般 会 計 予 算 134億5,806万2千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 × ×
原案
可決

議案
第２号

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 予 算

33億1,040万5千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 〇 ×
原案
可決

議案
第３号

貸付資金特別会計予算 831万8千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 〇 〇
原案
可決

議案
第４号

港湾事業特別会計予算 5,172万5千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 〇 〇
原案
可決

議案
第５号

公 共 下 水 道 事 業
特 別 会 計 予 算

7億7,780万4千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 〇 〇
原案
可決

議案
第６号

公共用地先行取得事業
特 別 会 計 予 算

1千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 〇 〇
原案
可決

議案
第７号

介護保険特別会計予算 33億7,657万5千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 〇 ×
原案
可決

議案
第８号

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計 予 算

4億8,989万6千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 〇 ×
原案
可決

議案
第９号

水 道 事 業 会 計 予 算 11億7,624万1千円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 欠 〇 ×
原案
可決

たけはら市議会だより2019（令和元年）5月� 第 96 号（�8�）



平成31年 第1回 定例会 本会議における採決の結果

反
対
討
論

　
公
民
館
の
設
置
目
的
は
、
住
民
の
健
康
、

生
活
文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
な

ど
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
（
社
会
教
育

法
第
20
条)

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
事
業
を
廃
止
し
て
「
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
」
の
「
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く

り
」
や
指
定
管
理
者
に
施
設
の
運
営
管
理

等
を
委
託
す
こ
と
で
は
、
市
が
直
接
、
公

民
館
事
業
の
運
営
・
管
理
等
に
責
任
を
も

つ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

松
本　
進

賛
成
討
論

　
地
域
に
お
け
る
公
民
館
を
、
こ
れ
ま
で

の
生
涯
学
習
・
文
化
活
動
の
機
能
は
継
続

し
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
加
え
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
取

り
組
む
ま
ち
づ
く
り
及
び
人
づ
く
り
の
推

進
並
び
に
個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

こ
と
か
ら
、
竹
原
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
す
。

堀
越　
賢
二

　
　
　
《
議
案
第
16
号
》

《
議
案
第
17
号
》

討
論

※「議」は議長、「〇」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席です。

反
対
討
論

　
こ
の
事
業
の
Ｈ
28
年
度
決
算
は
２
３
，

９
６
９
，
０
０
０
円
の
赤
字
、
Ｈ
29
年
度

決
算
も
２
７
，
７
１
９
，
０
０
５
円
の
赤

字
で
す
。
市
は
事
業
者
か
ら
の
事
業
報
告

を
分
析
・
検
証
し
て
次
期
「
公
共
施
設
の

維
持
管
理
」
の
適
切
な
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
候
補
者
の
選
定
の
「
審

査
講
評
」
は
、
「
収
益
施
設
の
提
案
は
、

計
画
の
詳
細
を
早
期
に
、
よ
り
具
体
化
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。 

松
本　
進

賛
成
討
論

　
㈱
い
い
ね
竹
原
は
、
農
山
漁
村
交
付
金

事
業
で
大
崎
上
島
の
事
業
者
と
も
連
携
し
、

町
並
み
保
存
地
区
の
古
民
家
を
利
用
し
た

宿
泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
業
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

　
大
崎
上
島
の
玄
関
口
と
な
る
「
海
の
駅
」

は
利
用
客
を
呼
び
込
む
起
点
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
今
回
、
指
定
さ
れ
た
の
は
市
と
商
工
会

議
所
が
共
同
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
地
元

業
者
で
あ
り
、
今
後
竹
原
が
盛
り
上
が
り
、

た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
信

じ
て
、
賛
成
し
ま
す
。 

高
重　
洋
介

議案番号

下
垣
内
和
春

今
田

　佳
男

竹
橋

　和
彦

山
元

　経
穂

高
重

　洋
介

堀
越

　賢
二

川
本

　
　円

井
上
美
津
子

大
川

　弘
雄

道
法

　知
江

宮
原

　忠
行

吉
田

　
　基

宇
野

　武
則

松
本

　
　進

採
決
の

結

　果

議案第 10 ～ 17 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × 原案可決

議 案 第 18 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ 欠 × 原案可決

議 案 第 19 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 20 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 21 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ 欠 × 原案可決

議案第22～29号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 第 30 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ 退 原案可決

請受第30-1号（取り下げ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

請 受 第 31-1 号 × × × × × × × × 議 × × × × ○ 不 採 択

請 受 第 31-2 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 欠 ○ ○ ○ 採 択

発 議 第 31-1 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決

発 議 第 31-2 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ 退 原案可決

発 議 第 31-3 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ 原案可決

たけはら市議会だより第 96号（�9�）� 2019（令和元年）5月



全会一致で賛成・可決し、国・政府へ提出しました意見書

食品ロス削減に向けてのさらなる
取り組みを進める意見書（概要）

　食品ロスを削減していくためには、国民一人一人が主体的にこの課題に取り組み、社会全体
として対応していくよう、食べ物を無駄にしない意識の醸成とその定着を図っていくこと、ま
た、まだ食べることが出来る食品は、必要な食べ物を十分に入手することができない人に提供
するなど、できるだけ食品として活用していくことが重要である。よって国におかれては、国、
地方公共団体、事業者、消費者等が一体となって食品ロス削減に向けての取り組みを進めるた
め、次の事項について真摯に取り組むことを強く求める。

1　�国、地方公共団体、事業者、消費者等の多様な主体が連携し、食品ロスの削減を総合的に推
進するため、法律の制定を含めたより一層の取り組みを実施すること。

2　�商慣習の見直し等による食品事業者の廃棄抑制や消費者への普及･啓発、学校等における食
育・環境教育の実施など、食品ロス削減に向けての国民運動をこれまで以上に強化すること。

3　�賞味期限内の未利用食品や備蓄品等を必要とする人に届けるフードバンクなどの取り組みを
さらに支援すること。

平成31年第1回臨時会　3月27日

●
議　
案

　
議
案
第
31
号　
竹
原
市
職
員
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

●
概　
要

　
行
政
職
給
料
表
の
級
が
３
級
か

ら
６
級
ま
で
で
あ
る
職
員
の
給
与

に
つ
い
て
、
給
与
月
額
を
減
額
す

る
特
例
措
置
を
行
う
も
の

●
期　
間

　
平
成
31
年
４
月
１
日
～

　
平
成
32
年（
令
和
２
年
）３
月
31
日

●
審
査
の
よ
う
す

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
歳

出
削
減
の
取
組
と
し
て
人
件
費
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年

12
月
定
例
会
に
お
い
て
は
、
特
別

職
及
び
部
長
・
課
長
級
の
職
員
の

給
料
を
減
額
す
る
条
例
案
が
可
決

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
審
査
で
は
、
執
行
部

よ
り
職
員
数
、
今
回
の
減
額
で
の

影
響
額
の
資
料
の
提
供
を
受
け
て
、

財
政
健
全
化
計
画
と
の
関
連
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
今
後
も
継
続

し
て
全
体
的
人
件
費
の
見
直
し
を

進
め
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
議
案
は
付
託
さ
れ
た
総
務
文
教

委
員
会
で
の
審
査
の
の
ち
、
本
会

議
で
の
討
論
、
採
決
の
結
果
、
原

案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席です。

下
垣
内
和
春

今
田

　佳
男

竹
橋

　和
彦

山
元

　経
穂

高
重

　洋
介

堀
越

　賢
二

川
本

　
　円

井
上
美
津
子

大
川

　弘
雄

道
法

　知
江

宮
原

　忠
行

吉
田

　
　基

宇
野

　武
則

松
本

　
　進

採
決
の
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ 欠 ○ ○ × 原案
可決

職務の級 減額割合

3級・4級 1.5％

5級・6級 3％

7級（※H31年1月～） 8％

●採決の結果

●職務の級と減額割合

たけはら市議会だより2019（令和元年）5月� 第 96 号（�10�）



質
問  

春
の
大
型
連
休
の
大
久

野
島
の
フ
ェ
リ
ー
の
乗
船
待
ち

の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

観
光
客
が
増
加
し

て
き
た
大
久
野
島
へ
の
玄
関
口

と
な
る
忠
海
港
に
つ
い
て
は
、

春
の
大
型
連
休
な
ど
に
は
、
長

時
間
の
乗
船
待
ち
が
発
生
す
る

な
ど
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　
竹
原
市
、
竹
原
警
察
署
、
航

路
事
業
者
、
警
備
会
社
な
ど
に

よ
る
対
策
会
議
を
定
期
的
に
開

催
し
、
駐
車
場
の
確
保
や
警
備

員
の
配
置
な
ど
安
全
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
航
路
事
業
者
や

企
業
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問 

「
福
祉
・
介
護
・
保
育

分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
事
業

に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
取

組
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁 

市
長 

必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に

は
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
介

護
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着

に
向
け
た
取
組
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
福
祉
・
介
護
・
保
育

分
野
の
魅
力
の
向
上
、
人
材
の

確
保
・
育
成
等
を
目
的
と
し
て
、

竹
原
地
域
社
会
福
祉
法
人
協
議

会
と
、
大
学
・
専
門
学
校
の
協

力
教
育
機
関
、
市
内
の
県
立
高

等
学
校
、
竹
原
商
工
会
議
所
、

本
市
の
７
者
に
よ
り
包
括
連
携

協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ

き
、
こ
れ
ら
の
機
関
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
小
・
中
・
高
校
生

の
段
階
か
ら
福
祉
分
野
の
職
場

の
存
在
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
の
活
動
、
福
祉
分
野
の

職
場
で
働
く
社
会
的
意
義
や
魅

力
を
伝
え
る
活
動
、
生
徒
の
進

学
を
後
押
し
す
る
「
進
学
支
援

事
業
」
、
市
内
の
福
祉
事
業
所

へ
の
就
職
を
後
押
し
す
る
「
就

職
支
援
事
業
」
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

①
日
弁
連
は
、
廃
棄
物

処
理
法
を
厳
格
に
守
っ
て
も
、

水
源
汚
染
の
恐
れ
は
解
消
で
き

な
い
と
指
摘(

廃
棄
物
５
品
目

か
ら
有
害
物
質
が
溶
出
や
そ
れ

以
外
の
分
別
が
困
難
な
こ
と)

し
て
い
る
が
、
市
長
は
住
民
の

安
全
や
産
廃
反
対
の
民
意
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

②
市
環
境
条
例
の
第
12
条(

規

制
の
措
置)

、
第
21
条(

情
報
の

提
供)

等
の
具
体
的
な
対
応
は
。

答
弁 

市
長 

①
日
弁
連
の
指
摘

を
踏
ま
え
、
国
は
そ
の
都
度
必

要
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
適
切

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

②
こ
の
条
例
は
市
の
環
境
行
政

の
基
本
理
念
・
方
針
を
定
め
た

も
の
で
あ
り
、
個
別
的
な
規
制

を
行
う
条
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問  

７
月
豪
雨
災
害
で
人
家

２
戸
以
上
の
７
ヵ
所
は
復
旧
工

事
が
未
着
手
。
本
町
２
丁
目
５

は
、
近
隣
に
子
ど
も
園
が
あ
り
、

復
旧
工
事
は
い
つ
完
成
で
す
か
。

人
家
１
戸
の
39
ヵ
所
も
天
災
で

あ
り
、
個
人
負
担
40
％
は
不
条

理
で
す
。
農
地
の
激
甚
災
害
指

定
に
近
づ
け
る
市
の
対
応
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

答
弁 

市
長 

人
家
２
戸
以
上
で

採
択
基
準
に
満
た
な
い
７
ヶ
所
、

本
町
２
丁
目
５
の
防
災
対
策
を

県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

人
家
１
戸
の
災
害
関
連
の
事
業

は
困
難
で
す
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
総
合
的
な
土
砂
災
害
対
策

を
進
め
ま
す
。

質
問  

①
全
国
知
事
会
等
が
求

め
る
１
兆
円
公
費
投
入
で
均
等

割
・
平
等
割
の
廃
止
に
よ
る
竹

原
市
国
保
税
の
試
算
と
現
行
の

市
国
保
税
は
。

②
仙
台
市
で
の
、
子
ど
も
の
均

等
割
額
の
３
割
分
を
減
額
す
る

軽
減
策
を
本
市
で
も
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
本
市
の
対
象

世
帯
・
予
算
措
置
は
い
く
ら
か
。

答
弁 

市
長 

①
年
収
４
０
０
万

円
、
30
才
代
夫
婦
・
子
ど
も
２

人
の
４
人
世
帯
で
本
市
国
保
税

は
年
額
38
万
６
，
６
０
０
円
。

仮
に
１
兆
円
の
公
費
投
入
が
あ

っ
た
場
合
、
均
等
割
と
平
等
割

を
除
い
た
年
額
は
16
万
７
，
８

１
３
円
で
す
。

②
対
象
世
帯
は
２
４
０
世
帯
、

市
の
負
担
額
は
４
５
６
万
９
千

円
で
す
。
軽
減
措
置
の
導
入
に

つ
い
て
は
国
に
要
望
し
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●市環境基本条例と本郷産廃場の対応について

●がけ崩れの復旧対策の現状と対策は
●高すぎる国保税の引き下げで市民の命と健康を守れ

動 画

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男 ●介護人材の確保と育成について
●春の大型連休への対応について 動 画

たけはら市議会だより第 96号（�11�）� 2019（令和元年）5月一 般 質 問



質
問  

市
長
は
就
任
一
年
の
今

日
に
至
る
も
職
員
の
気
持
ち
が

延
長
線
上
に
あ
る
。
私
は
市
長

の
政
治
姿
勢
に
対
し
頭
の
切
り

替
え
を
二
度
進
言
い
た
し
ま
し

た
。
市
長
は
今
後
行
財
政
改
革

に
対
し
ど
の
よ
う
な
決
意
で
取

り
組
ま
れ
る
の
か
。

答
弁 
市
長 

急
速
な
少
子
化
と

人
口
減
少
の
進
展
を
踏
ま
え
、

「
第
６
次
竹
原
市
総
合
計
画
」

策
定
と
安
定
的
な
財
政
運
営
の

た
め
、
行
財
政
経
営
強
化
方
針

を
策
定
。
前
例
踏
襲
に
よ
ら
ず

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問  

近
年
県
内
外
で
人
口
減

少
に
よ
る
公
共
施
設
の
統
廃
合
、

合
理
化
が
進
ん
で
い
る
。
本
市

の
場
合
、
市
営
住
宅
の
中
途
半

端
な
管
理
や
教
育
施
設
は
休
園
、

休
校
の
ま
ま
長
年
放
置
状
態
。

こ
の
際
不
要
不
急
等
と
な
っ
た

公
共
施
設
は
一
般
財
産
と
し
、

財
政
課
で
一
括
管
理
し
、
企
業

・
市
民
・
移
住
対
策
等
要
望
に

即
対
応
で
き
る
よ
う
に
条
例
を

整
備
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
弁 

市
長 

公
共
施
設
な
ど
の

適
正
化
、
有
効
活
用
に
つ
い
て

公
共
施
設
等
適
正
化
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
財

政
健
全
化
に
向
け
た
財
源
確
保

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

事
務
事
業
の
見
直
し
で

当
初
予
算
の
何
％
ぐ
ら
い
の
削

減
を
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

新
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
、
経
常
経
費
を
対
前

年
度
比
で
５
％
の
削
減
で
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

質
問  

投
資
的
経
費
の
見
直
し

で
、
緊
急
性
・
必
要
性
の
あ
る

事
業
は
実
施
を
検
討
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
事
業
と
は
。

答
弁 

市
長 

平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
の
復
旧
事
業
を
優
先
と

し
、
新
た
な
施
設
整
備
を
行
わ

な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
確
保

や
集
約
化
に
よ
る
財
政
効
果
も

見
込
め
る
こ
と
か
ら
「
こ
ど
も

園
整
備
事
業
」
を
実
施
し
、
ま

た
、
生
徒
に
危
険
が
及
ぶ
恐
れ

が
あ
る
た
め
「
竹
原
中
学
校
の

外
壁
」
に
改
修
経
費
を
予
算
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

質
問  

公
有
財
産
の
有
効
活
用

で
、
未
利
用
財
産
の
売
却
等
と

あ
り
ま
す
が
、
今
現
在
、
未
利

用
財
産
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、

今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

現
時
点
で
、
賀
茂

川
学
校
給
食
調
理
場
跡
地
、
宮

原
県
営
住
宅
跡
地
な
ど
８
件
あ

り
、
来
年
度
か
ら
公
共
施
設
等

適
正
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し
、
取
組
を
進
め

質
問  

同
施
設
は
平
成
19
年
教

師
退
職
者
２
名
に
よ
っ
て
設
立
。

運
営
費
は
使
用
料
、
寄
付
金
で

あ
っ
た
が
、
平
成
21
年
当
時
の

市
長
に
よ
っ
て
福
祉
部
４
事
業
、

教
育
委
員
会
１
事
業
が
委
託
決

定
。
本
市
で
は
平
成
32
年
４
月
、

竹
原
西
保
育
所
、
中
通
保
育
所
、

西
幼
稚
園
を
統
合
し
て
こ
ど
も

園
整
備
予
定
。
建
設
費
は
土
地

を
含
め
約
６
億
円
。
平
成
31
年

度
は
大
井
保
育
所
も
少
子
化
の

た
め
休
止
予
定
。
少
子
化
が
進

行
す
る
な
か
、
多
く
の
施
設
の

再
利
用
の
予
定
も
な
い
な
か
、

ふ
れ
あ
い
館
は
委
託
費
２
千
万

円
。
企
業
と
の
賃
貸
借
１
８
０

万
円
が
支
出
。
施
設
の
継
続
性

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁 
市
長 
就
労
の
多
様
化
、

核
家
族
化
、
地
域
の
希
薄
化
な

ど
子
育
て
を
取
り
巻
く
厳
し
い

環
境
の
中
で
子
育
て
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
、

安
心
し
て
子
育
て
出
来
る
環
境

作
り
を
進
め
る
た
め
、
ふ
れ
あ

い
館
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

こ
の
財
政
健
全
化
計
画

の
実
施
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
、
ど

の
よ
う
に
理
解
・
協
力
を
得
ま

す
か
。

答
弁 

市
長 

計
画
の
取
組
内
容

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
場
面
を

通
じ
て
、
市
民
に
対
し
説
明
責

任
を
果
た
す
と
共
に
、
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
も
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
必
要
な

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
着

実
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

宇
う の

野　武
たけのり

則
●市長の政治姿勢について
●財政改革について
●ＮＰＯ法人ふれあい館について

動 画

川
かわもと

本　　円
まどか

 ●財政健全化計画について
動 画

▲令和2年開園の市立認定こども園（イメージ図）
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質
問  

①
平
成
32
年
度
に
導
入

予
定
の
学
校
と
そ
の
理
由
は
。

②
こ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に

は
保
護
者
や
地
域
の
理
解
や
協

力
が
必
要
で
あ
る
が
、
地
域
の

協
力
を
求
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

教
職
員
が
地
域
に
出
向
き
地
域

行
事
に
参
加
し
、
た
が
い
に
貢

献
で
き
る
関
係
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁 

教
育
長 
①
施
設
一
体
型

で
小
中
一
貫
教
育
を
行
う
忠
海

小
学
校
・
中
学
校（
忠
海
学
園
）
、

義
務
教
育
学
校
で
あ
る
吉
名
学

園
、
単
独
の
小
学
校
で
あ
る
竹

原
小
学
校
の
、
多
様
な
種
類
の

４
校
を
研
究
校
と
し
て
指
定
し
、

平
成
32
年
度
の
導
入
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

②
地
域
と
学
校
が
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め

の
目
標
を
共
有
し
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的

に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
、

双
方
が
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

こ
の
区
間
は
、
斎
場
建

設
時
に
、
行
政
関
係
者
と
の
協

議
で
２
車
線
化
が
条
件
採
択
の

経
緯
が
あ
り
斎
場
建
設
か
ら
30

年
が
過
ぎ
た
現
在
も
未
改
良
で

あ
る
。
①
長
期
間
に
わ
た
っ
て

当
該
放
置
区
間
の
要
因
は
何
か
。

②
過
去
数
年
に
わ
た
っ
て
、
災

害
や
改
良
工
事
等
に
よ
る
通
行

止
め
の
現
状
と
現
道
の
用
地
対

策
に
見
通
し
が
立
た
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
バ
イ
パ
ス
計
画
の
具

現
化
に
向
け
国
や
県
に
対
し
施

策
要
望
に
転
じ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁 

市
長 

①
こ
の
区
間
は
、

法
務
局
の
公
図
と
現
況
不
整
合

で
あ
り
、
事
業
実
施
の
た
め
の

用
地
の
整
理
に
時
間
を
要
し
て

い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
引
き
続
き
既
設
道
路
の

拡
幅
を
進
め
る
よ
う
県
に
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
バ
イ
パ
ス
整
備
の
着
手
に
つ

い
て
は
、
こ
の
度
の
豪
雨
災
害

を
踏
ま
え
、
県
の
次
期
道
路
整

備
計
画
を
見
据
え
な
が
ら
県
と

必
要
な
協
議
や
調
整
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

高重　洋介
●コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）について
● 斎場～県道75号線取付間の長期未整備と 

バイパス化計画の具現化
動 画

２月　６日　総務文教委員会
２月１２日　 広島県後期高齢者医療広域連合議会 

定例会
２月１３日　議会運営委員会（会期前）
２月１５日　全国市議会議長会産業経済委員会
２月１８日　広島県市町総合事務組合議会定例会
２月１９日　第１回定例議会（～３月１５日）
　　　　　　予算特別委員会
２月２１日　総務文教委員会
２月２２日　民生都市建設委員会
２月２５日　議会運営委員会（会期中）
　　　　　　民生都市建設委員会
２月２６日　本会議　一般質問（～２７日）
３月　４日　予算特別委員会（～７日）
３月１０日　広島中央環境衛生組合議会全員協議会
３月１２日　予算特別委員会（～１３日）
３月１２日　民生都市建設委員会

議 会 の う ご き
３月１４日　議会運営委員会（会期中）
３月１５日　 総務文教委員会 

代表者会議
３月１８日　国土交通大臣へ要望書提出
３月２２日　 広島中央環境衛生組合議会

定例会
３月２６日　議会運営委員会
３月２７日　第１回臨時議会
４月　９日　広島県知事へ意見書提出
４月１０日　代表者会議
４月１８日　民生産業委員会
４月２３日　代表者会議
４月２６日　総務文教委員会

※この間，議会だより編集委員会は7回開催しました。
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… 議会運営委員会からのお知らせ …
　議案第21号「竹原市事務分掌条例の一部を改正する条例案」の可決に伴い、４月か
ら各常任委員会が所管する事務を下表のとおり変更することとなりました。これに合
わせて「民生都市建設委員会」の名称を「民生産業委員会」に改めました。

総務文教委員会

民生産業委員会

●総務企画部
　・総　務　課………条例、情報公開、職員の配置・給与、公有財産の管理
　・企画政策課………広報、広聴、総合計画、行政改革の推進、広域行政、情報政策
　・財　政　課………予算の編成・執行、市債、財政計画、入札及び契約
　・危機管理課………災害防止対策、常備消防、消防団、交通安全、防犯・暴力追放
●教育委員会
　・教育振興課………学校・幼稚園施設、文化財保護、生涯学習
　・学校教育課………学校教育全般
●公営企業部
　・水　道　課………水道全般
●その他行政委員会
　・会計課・選挙管理委員会・監査委員・公平委員会

●地域振興部
　・産業振興課………商工・観光、企業誘致、定住推進、農林水産
　・地域づくり課………協働のまちづくり・自治会、地域交流センター、人権推進
●市民生活部
　・市　民　課………戸籍、住民票、国保、後期高齢、一般廃棄物、公衆衛生
　・税　務　課………市税
●福祉部
　・健康福祉課………介護保険、高齢者福祉、障害者福祉、母子保健、予防接種
　・社会福祉課………民生委員、生活保護、子ども福祉、保育所、こども園
●建設部
　・建　設　課………公共土木施設、農地・農業用施設、森林保護、漁業施設
　・都市整備課………市営住宅、都市計画、公共交通
　・下 水 道 課 ………下水道全般
●その他行政委員会
　・農業委員会

※主な業務内容を記載しています。
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《総務文教委員会》２月６日
●農泊推進事業について
実施主体 竹原・大崎上島農泊推進協議会

構 成 竹原市・大崎上島町・㈱いいね竹原�
ＮＰＯ法人ネットワークたけはら等

事 業 の
内 容

古民家を改修し、ホテルやレストラン
として運営することで空き家問題の
解決とまちなみ保全に取り組む

事 業 費

平成 30・31 年度総事業費 ( 単位千円）

農 泊 推 進 事 業 12,064

人 材 活 用 事 業 5,048

施 設 整 備 事 業 117,131

計 134,243

《民生産業委員会》4月18日
●(仮称)竹原市立たけはら認定こども園整備事業について
　廃園する３園の跡地利用についての質疑があり、建物は解体し、跡地利用については、今後地元
の方と検討していくとの答弁がありました。
●竹原港北崎地区駐車場用地について
　駐車場の適正な活用についてや長期間占拠している車の対応についての質疑があり、対象車両の
撤去など対応を検討し、駐車場の在り方については、北崎市営住宅の仮駐車場と併せて検討してい
くとの答弁がありました。
●北崎（北）市営住宅の処分検討について
　残っている住宅地の処分についての質疑に対し、現入居者に対し粘り強く移転交渉を進めていく
との答弁がありました。
　今後も、委員会として公有財産の有効活用について調査研究して参りたいと考えております。

委員長　竹橋　和彦

常 任 委 員 会 所 管 事 務 調 査

研 修 実 績 報 告 書
《東部ブロック議員研修》1月31日

　　ないものはない～離島からの挑戦～
前 海士町長　山内　道雄 氏

　海士町（あまちょう）は、日本海の島根半島沖合約60㎞に浮かぶ隠岐諸島の4つの有人島の一つ
です。平成20年には確実に「財政再建団体」へ転落の危機が予測される中、住民代表と町議会と行
政が一体となって、島の生き残りを懸けた「海士町自立促進プラン」を平成16年3月に策定された
とのことでした。その行財政改革についての実践事例を聞き、「守り」を固める一方で、「攻め」
の方策として新たな産業を創出する戦略について学ぶことができました。
　地域活性化の要因として、自分たちの地域は自ら守り、地域の未来は自ら築くことが自治の原点
であると言われたことが深く印象に残りました。
　竹原市も少子高齢化が進み、災害復旧に向けて財政の危機など抱えている課題が多くありますが、
まちづくりの原点である「モノづくり」「人づくり」の両輪によって切り開いていく取り組みに挑
戦していきたいと思います。 下垣内　和春　

●コミュニティスクールについて
　コミュニティスクールは平成31年度に4校を
指定して研修を行いながら準備をし、平成32
年度のコミュニティスクールの指定を目指し、
平成34年度に市内の全ての学校をコミュニテ
ィスクールとして指定することを目指している
とのことでした。
　どちらも重要な事業であり、今後も進捗状況
を随時説明を受けることとしました。

委員長　今田　佳男
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地
域
の“
ス
ト
ー
リ
ー
”

を
世
界
へ　

　
江
戸
時
代
、
良
質
な
塩
を
作
り
続

け
、
竹
原
は
次
第
に
塩
の
産
地
と
し

て
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

瀬
戸
内
海
の
製
塩
業
を
先
駆
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
竹
原
で
作
ら
れ
た
塩
は
大
阪
・
新

潟
・
青
森
な
ど
へ
廻
船
で
売
ら
れ
、

塩
が
運
ば
れ
る
と
「
竹
原
が
来
た
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
広
く
、
多
く
の
人

か
ら
愛
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
無

名
の
庶
民
先
人
た
ち
は
私
た
ち
に
何

を
残
そ
う
と
し
た
の
か
。

　
新
し
い
時
代
に
な
り
日
本
遺
産
の

認
定
を
目
指
し
「
北
前
船
の
寄
港
地
」

と
し
て
、
地
域
活
性
化
や
自
治
体
交

流
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
素
晴
ら
し

い
伝
統
や
文
化
を
世
界
に
発
信
し
、

地
方
創
生
と
し
て
胸
を
張
っ
て
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い
で
す
。道

法　
知
江

発行　竹原市議会　議会だより編集委員会　　広島県竹原市中央五丁目１番 35号��　1 0846（22）7761［直通］

［
編
集
委
員
］◎
委
員
長�

○
事
務
局
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　堀
越

　賢
二

　
　道
法

　知
江

　
　松
本

　
　進

くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

編
集
後
記

県
知
事
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
三
原
市
本
郷
町
に
安
定
型
最
終
処
分
場
を
設
置
す
る
許
可
に

つ
い
て
事
業
者
か
ら
広
島
県
に
対
し
て
申
請
が
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
計
画
に
対
し
て
、
２
月
22
日
、
荘
野
自
治
会
連
合
会
会

長
他
７
名
よ
り
「
本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
計
画
に

伴
う
市
民
の
不
安
の
解
消
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
同

27
日
に
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
３
月
15
日
「
本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設

計
画
に
係
る
意
見
書
」
を
議
決
し
、
４
月
９
日
広
島
県
知
事
に

提
出
し
ま
し
た
。

本郷産業廃棄物最終処分場
建設計画に係る意見書（要旨）
　処分場の建設に当たっては，生活環境
に関する周辺地域との合意形成が図られ，
周辺地域住民に対する計画の十分な情報
開示と説明が求められます。
　竹原市民は，安定型最終処分場の安全
性，この計画に伴う汚染水の流出などに
対して大きな不安を持っており，十分な
対策が講じられていることを確認できる
よう望んでいます。
　事業者は市民の不安を解消し，周辺地
域との合意形成に努める必要があると考
えます。
　広島県におかれては，こうした考えを
事業者に伝えるとともに，適切な指導に
努めていただくよう，強く要望します。
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